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 福島第一原子力発電所の廃炉に必要な重要核種の性状把握手法について、元素イメージング

と同位体比分析を同時に行う R-SNMS 分析法の開発を行っている。本研究では、重要核種の一つ

である Nd について、R-SNMS における共鳴イオン化スキームの検討を行った。 
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1. 背景 

福島第一原子力発電所の廃炉作業において燃料デブリの性状把握はきわめて重要である。発

表者らが開発したレーザー共鳴イオン化スパッタ中性子質量分析法（R-SNMS）では、共鳴イオン

化現象を用いることで質量スペクトルにおける同重体干渉を抑制しつつ、微小粒子の元素イメ

ージングと同位体比分析を同時に行うことができる[1][2]。しかしながら、効率のよいイオン化ス

キームの探索が必要である。そこで本研究では、重要核種の 1 つである Nd について共鳴イオン

化スキームの検討を行った。 

2. 実験装置・結論 

粉末状Ndの試薬をFIB-TOF-SIMS装置に導入

し、R-SNMS モードで分析した。ここでは、先行

研究にて報告された共鳴イオン化スキームを

用いた。測定した各 m/z のイオン計数の比より

同位体比の測定値を得た。図１は測定値（緑線）

と天然同位体比（赤）の比較図である。特に奇

数質量数の同位体で比較的大きな差異が確認

できた。今後、既知のイオン化スキーム[3]を用

いて同様の測定を行い、イオン化の飽和と同位体比の

差異より共鳴イオン化効率について考察する予定である。 
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図１ 天然同位体比と測定値 
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